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１．大分県の農福連携事業の体制
大分県の農福連携事業スキーム

← 県各振興局

　　②収穫作業等の支援相談

　　　　園地での作業 　①農福連携取り組み希望農家とのすり合わせ、日程調整

　ＪＡおおいた（委託作業、事業契約窓口）
選果場作業

　　②事務局による営業 ③発注相談
　　③発注相談 詳細調整    詳細調整

①JAと事業所の年間業務契約支援
④作業受託先決定 　　　　　①JAと事業所の年間業務契約支援

連携

③農福連携新規実施作業受託先決定

農福連携新規実施支援事業（Ｒ02.4より）
共同受注事務局での農作業共同受注(H25.5より)

　②農福連携新規実施作業
　　 受託事業所要請

一般社団法人　おおいた共同受注センター

支
援
作
業
実
施

発注者（生産者等）

農業生産法人・食品加工企業等 個人農家など

大分県農林水産部

新規就業・経営体支援課

農
福
連
携
新
規
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施
支
援
事
業

共同受注    事業

（農作業共同受注のしくみ）

大分県福祉保健部

社会参加推進室

農福連携新規実施支援事業

業務委託

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

全農おおいた・ＪＡ地域事業部

（選果場作業、個人農家の支援窓口）
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農作業共同受注契約窓口



2．農作業共同受注事業の推進（H25～）

【概要】

障がい者の工賃向上を目的として、全業種を対象とした営業・

受注窓口を担う、共同受注事務局運営事業を開始。

（福祉保健部主体の委託事業:太陽の家に設置）

各分野での受注拡大を進める中、農業分野では｢施設外就労｣による

繁忙期の支援として、農業生産法人やＪＡと提携した農作業共同受

注事業を開始、圃場や選果場等での通年、期間作業として定着化し

てきた。（発注者と事業所にて業務委託契約を締結）

●施設スタッフ1名に、利用者5名程度のユニットで対応

●出来高や時給制で、時間単価400円以上を目標に単価交渉

●施設外作業のため、精神・知的障害の方が主となる
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ハウスミカンパック詰め作業

早生ミカンスタンドパック詰め作業

美娘化粧箱詰め作業

ポンカン袋詰め作業

（予定）デコポン箱詰め作業

（予定）アンコール箱詰め・パック詰め

山香 原料用カボス収穫作業

国東 こねぎ調整作業

別府
日出

原料用カボス・ミカン収穫作業

別府
日出

ハウスミカンパック詰め作業

中津 原料用カボス収穫作業

豊後高田 原料用カボス収穫作業

野津

選果場 ニラ調整作業

野津ﾗｲ

ｽ    
甘藷つるきり作業

県南柑橘

選果場
原料用カボス収穫作業

ＪＡ

中西部
大分 原料用カボス収穫作業

竹田 トマト出荷調整作業

ＪＡ 豊後大野 ピーマン出荷調整作業

竹田 原料用カボス収穫作業

豊後大野 原料用カボス収穫作業

豊後大野 甘藷つるきり作業

ＪＡ全農
臼杵

選果場
にんにく各種作業

大分
中央運送

ニラ出荷調整、除草作業

豊後大野
日本ﾌﾞﾙ ミングセンター

（袋詰め、収穫作業）

豊後高田 赤野農園

農業
法人

大分 ＬＩＮＥＳ（ニラ）

大分 相馬農園（ニラ）

杵築 馬馬虎虎農園

高橋農園

豊後大野 大家農園（ピーマン）

豊後大野
＜モデル事業＞豊肥白ネギ作業

（白ネギ部会）

豊後大野 後藤農園（畑全般）
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令和3年度（２０２1年度）農作業共同受注　年間作業表
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●農作業共同受注の実績

JA荻 トマト出荷包装JA野津・三重甘藷つる切り

農作業実績 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

参加施設 103 92 83 96 110 129 129

作業件数 27 27 24 27 29 29 31

受注額（万円） 1274 1749 1689 2141 2351 3189 3516



３．障害福祉事業所への農業アドバイザーの派遣（H29～）

【概要】

農業による就労支援を実施する事業所を対象とした、アグリ就労

アドバイザー配置事業開始。 （福祉保健部主体の委託事業:太陽の家に設置）

農業指導や6次産業化等の、事業所のニーズを専任アドバイザーが

調査し、直接の支援や外部アドバイザーの派遣を計画、実施する。

また、農福マルシェを開催し販路拡大を図る。

●共同受注事務局との連携により、効率的な活動が可能。

●農作業の支援は、専任者が専門家のため賄えている状況だが、

6次産業化の支援は、外部アドバイザーの確保が難航。

●成果が出るまでの期間が長く、実績の把握が難しい。



４．農業生産者と福祉事業所のマッチング事業（H29～）

【概要】

高齢化や、マンパワー不足の農業生産者の支援策の一環として、

生産者と福祉事業所のマッチングを図る農福連携事業を開始。

（県農林水産部からの委託事業 ＪＡおおいたが受託し実施）

人材不足の生産者の支援として、福祉事業所がモデル作業を実施

労働力としての障がい者の認知、適正報酬等の標準化を進め、必

要に応じて事業所を活用するしくみを構築する。

●発注者と福祉事業所をつなぐ窓口が必要→共同受注センター

●圃場での作業が主となるため、トイレなど最低限の環境が必要

●報酬等のトラブル防止のため、ＪＡ等の団体が間に必要



●農福連携ﾏｯﾁﾝｸﾞ支援事業実績
モデル作業内容 地域 実施月 依頼者 実施事業所数

いちご　苗、土入れ 中津市 ６月 農業生産法人 １事業所

サトイモ　収穫、除草作業 竹田市 １０～１１月 個人生産者 １事業所

ピーマン　収穫 大分市 １１月 個人生産者 １事業所

いちご　収穫 杵築市 ２月 個人生産者 １事業所

サンクイーン　収穫 津久見市 ３月 個人生産者 １事業所



５．今後の課題
●農作業共同受注

2018年度からは、年会費制による有償化運営となり、2021年度

４月からは、一般社団法人を設立し、自立運営に向けて手数料徴収の

実施を始めた。

現時点で県内１０9事業所が登録している。

その中から、マッチング出来る事業所を見つけないといけない

ことから、地域によっては発注側の需要に応じられなくなる

可能性がある。

令和3年度より国の報酬改定で施設外就労加算（1人1日1000円）が

なくなり、外での就労メリットが少なくなった。

また、一部事業所利用者の高齢化に伴い、外作業ができる人員の

減少傾向にある。


